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Marine Accident Inquiry Agency News Letter 

狭水道の海難 ～ 海難防止へのメッセージ ～ 

船種別の状況（H14年～18年）  単位：隻 

特集 「狭水道の海難」 安心・安全な海上輸送に向けて 

 エネルギーや食料の大部分を海外に依存する我が国にとって，海上輸送は経済，国民生活を支え

る重要な役割を担っています。特に，東京湾，伊勢湾，瀬戸内海など大都市圏を抱える海域は，船

舶のふくそう海域であるとともに，海上輸送ルート上には，「海峡」，「瀬戸」，「水道」と呼ばれる狭

水道が存在し，可航幅の狭さや強潮流などの影響もあり，多くの海難が発生しています。 

 そこで，今回は，これら海域で発生した海難を「狭水道の海難」として取り上げてみました。 

  海難種類別の状況（H14年～18年）  

              単位：件 
平戸瀬戸17件

関門海峡62件

東京湾34件

伊勢湾36件

備讃瀬戸 
126件 

船舶の種類別では，貨物船

が 489 隻(36%)と最も多く，

次いで漁船が 312 隻(23%)，

プレジャーボート 176 隻

(13%)などとなっています。

また，外国籍船が関連した

ものは，95 件(12%)･114 隻

(8%)で，8件に1件の割合で

発生しています。 
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東京湾・伊勢湾・瀬戸内海（関門

海峡含む）・平戸瀬戸で発生し，平成

14 年～18 年までに裁決のあった海

難のうち，衝突，乗揚，灯浮標等へ

の単独衝突，養殖施設等損傷に絞っ

た 802 件についてみてみると，衝突

が 447 件と最も多く，次いで乗揚が

250件などとなっています。 

伊予灘～ 
 周防灘138件

備後灘・燧灘～ 
 安芸灘・広島湾193件

紀伊水道
～播磨灘
  196件

対象海域と発生件数 

(注) 対象海域のうち関門港以外の特定港は除く。 

来島海峡 

合計1,363隻
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貨物船，油送船及び旅客船が関連した狭水道の海難 

発生海域別・海難種類別の状況（H14年～18年裁決）  単位：件 

計欄の（ ）は各海域の内数

総トン数別隻数類  単位：隻 

海難発生時の潮流模様  単位：件 

対象船舶609隻の内訳は，貨物船489隻，油送

船79隻，旅客船41隻となっています。 

このうち，旅客船1隻，油送船2隻，貨物船107

隻は外国籍船で，約2割を占め，船籍国は，パナ

マ共和国が最も多く 39 隻，次いで大韓民国が 21

隻などとなっています。 

船種・船籍国 トン数 

天 候 

トン数別に見ると，200～500 ﾄﾝが 202 隻(33％)

と最も多く，次いで 100～200 ﾄﾝが 156 隻(26％)と

なっており，500 ﾄﾝ未満が6割以上を占めています。

また，5,000～10,000 ﾄﾝが 31隻(5％) ，10,000 ﾄ

ﾝ以上も25隻(4％)となっていて，1,000 ﾄﾝ以上では

外国籍船が日本籍船を超えています。 

 対象海難504件の発生時の天候は，晴325件，
曇110件，雨37件，霧31件，雪1件となってい
ます。 
 また，発生時の風の状況は，衝突では風力0で
最も多いのに対し，乗揚，衝突（単），施設損傷
では風力2で最も多く発生しています。 

潮 流 

 裁決の中で潮流について記載があったものは
合計190件で，衝突では流速1ノット未満での発
生割合が多いのに対し，乗揚，衝突（単），施設
損傷では，流速1ノット以上での発生割合が多く
なっています。 

晴の日，無風のと
きにも海難が多い
んだね！ 

※ （ ）内は外国籍船の内数

ここでは，対象とした海難 802 件（1,363 隻）のうち，物と人の海上輸送に重要な役割を担う，貨

物船，油送船及び旅客船が関連した海難504件（609隻）に絞って分析してみました。 

鳴門海峡 

潮　　流

衝
突

乗
揚

衝
突

（
単

）

施
設
損
傷

計

ほとんどなし 8 3 11

1未満または弱 48 17 6 3 74

1～2 24 14 5 2 45

2～3 11 11 1 3 26

3～4 4 5 3 12

4～5 5 6 1 12

5～6 1 1 2 4

6以上 3 3 6

流速1ノット未満計 56 20 6 3 85

流速1ノット以上計 48 40 12 5 105

合計 104 60 18 8 190

うち，主要海域
13 1 3 3 20

浦賀水道 5 3 2 (10)
8 3 4 3 18

伊良湖水道 1 3 (4)
師崎水道 1 (1)

73 35 4 7 119
紀伊水道 16 3 (19)
大阪湾 17 1 (18)
明石海峡 10 3 2 1 (16)
友ヶ島水道 2 8 (10)
鳴門海峡 3 11 1 (15)
播磨灘 25 10 1 5 (41)

30 31 4 6 71
備讃瀬戸東部 14 8 1 2 (25)
直島水道 1 2 3 (6)
備讃瀬戸西部 15 21 3 1 (40)

61 49 14 0 124
備後・燧灘 13 1 (14)
三原瀬戸 2 (2)
来島海峡 11 6 1 (18)
釣島水道 3 (3)
音戸瀬戸 3 2 (5)
大畠瀬戸 1 4 2 (7)
安芸灘・広島湾 33 33 9 (75)

67 28 4 0 99
伊予灘 29 18 2 (49)
上関海峡 3 (3)
速吸瀬戸 5 5 (10)
周防灘 33 2 2 (37)

24 12 7 0 43
0 6 4 0 10
276 165 44 19 504

伊勢湾

計施設損傷衝突（単）

東京湾

衝突
発　生　海　域

乗揚

備後灘・燧灘～安芸灘・広島湾

備讃瀬戸

紀伊水道～播磨灘

計
平戸瀬戸
関門海峡

伊予灘～周防灘
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 関門航路内で漁獲物運搬船と貨物船が衝突し貨物船が沈没 

Ｄ丸：漁船(漁獲物運搬船) 296 ﾄﾝ  全長54.5ｍ 乗組員6人 ふぐ18 ﾄﾝ  

            中国煙台港→(関門港下関区経由)→宮崎県北浦漁港 

  船長：53歳 四級海技士（航海）免許 海上経験21年 

Ｇ号：貨物船(カンボジア籍) 1,498 ﾄﾝ 全長76.7ｍ 乗組員10人  

             スクラップ1,075 ﾄﾝ 徳島小松島港→中国煙台港  

  船長：62歳(国籍 中国) 海上経験36年 

発生日時場所：平成18年 11月 17日 20時 43分 関門港関門航路 

気象海象  ：晴 北北東風 風力2 視界良好 約4 ﾉｯﾄの西流 

死傷者   ：Ｇ号が沈没し，乗組員3人が死亡 

海難の概要 http://www.mlit.go.jp/maia/04saiketsu/19nen/moji/mj1907/19mj012yaku.htm （本海難の裁決書） 

 夜間，Ｄ丸は，関門航路を東行中，予定していた通関手続きのため，同航路から航路外に出ようとする

際，前方の見張り不十分で，同航路を西行中のＧ号に気付かずに衝突した。衝突の結果，Ｇ号が航路内で

沈没し，乗組員3人が死亡した。また，沈没の影響で，関門港内全域が一時通航禁止となった。 

夜間 

★ 

14分前 船長：操船指揮，一等
航海士：手動操舵  
 前方に自船より速い3隻の同
航船 
 左舷後方に自船を追い越す態
勢で次第に接近する1隻の同航
船(第三船) 

6分前 第三船が左舷側を追い
抜いて船首方を先航する態勢
となり減速 
 船長は，入港に備えた甲板作
業のため一等航海士を降橋さ
せ，自ら手動操舵にあたる。 

3 分半前 右舷船首 5 度 2,300
ｍに航路を西行中のＧ号が接
近していたが，左舷前方の着岸
予定岸壁とその手前の停泊船，
釣り船等の灯火を見ることに
気を取られ，Ｇ号に気付かず 

2分前 Ｇ号がほぼ正船首1,300
ｍに接近 
 着岸予定岸壁に向けるため左
転するが，依然，前方の見張り
不十分でＧ号に気付かず 

衝突直前 ふと右舷方を見た
とき，右舷船首至近にＧ号の紅
灯を認め，衝突の危険を感じ，
右舵一杯，機関停止とするが間
に合わず衝突 

6分前 左舷船首13
度2.1海里にＤ丸の
灯火とその前方に
数隻の反航船の灯
火を視認 

2 分前 針路を航路
に沿う205度とした
ところ，Ｄ丸が白，
白，緑3灯を見せる
ようになり，左転し
ながら接近するの
で警告信号を行い，
ウイングの照明灯
を点灯 

1 分半前 左舷船首
12度980ｍまでＤ丸
が接近したが，Ｄ丸
が自船を避けると
思い，そのまま続航

衝突直前 Ｄ丸が
左舷船首至近に迫
ったので，衝突の危
険を感じ右舵 15 度
をとったが間に合
わず衝突→沈没 Ｄ丸 

Ｇ号 

 Ｇ号 
(1,498 ﾄﾝ)

Ｄ丸(296 ﾄﾝ)

Ｄ丸 
着岸予定岸壁 

全方向に対する見張りで，接近する他船を早めにキャッチ！ 
 この海難でのＤ丸のように，操船者が，ある一方向だけに気を取られることにより，周囲の見張りが疎か
になり，接近する他船に気付かないまま衝突に至るケースが後を絶ちません。特に，狭い水道を航行中の船
舶は，できる限り単独当直とせず，見張り員を増員するなど，全方向に対する見張りを強化し，接近する他
船を早めにキャッチできる体制をとりましょう。 

Ｄ丸 

 Ｇ号 

引き揚げられるＧ号 

［H18.11.17 20:43］
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音戸ノ瀬戸南口で南下中の貨物船と北上するため右転中の旅客船が衝突 

Ｋ丸：旅客船 696 ﾄﾝ 全長55.90m 乗組員6人 乗客28人 車両13台  

       松山港→呉港 

  船長：56歳 五級海技士（航海）免許 海上経験40年  

Ｓ号：貨物船（カンボジア籍）496 ﾄﾝ 全長48.10m 乗組員6人 空倉  

       呉港→東播磨港  

  船長：66歳(国籍 韓国) 海上経験34年  

発生日時場所：平成17年 2月 7日 08時 10分 瀬戸内海 音戸ノ瀬戸 

気象海象  ：晴 ほぼ無風 視界良好 南流約1.6 ﾉｯﾄ 

海難の概要  http://www.mlit.go.jp/maia/04saiketsu/18nen/hiroshima/hs1809/17hs126yaku.htm （本海難の裁決書）

 音戸大橋の下を通過したＳ号は，音戸ノ瀬戸南口付近を西行するＫ丸を初認するが，そのまま南下して

音戸瀬戸南口灯浮標を左側に見て航過すべきところ，ショートカットして，同灯浮標手前で左転し，同瀬

戸南口に向かうため右転中のＫ丸の前路に進出して衝突した。 

朝方 

2分前 
極微速力に減速
手動操舵 

約1分前 
右舷船首 60 度 420
ｍに南下するＳ号
を初認 
Ｓ号がそのまま南
口灯浮標に向けて
直進すると判断 

南口に向かうため，
右舵一杯をとって
右回頭を開始 

右回頭を始めたころ，Ｓ号が
突然左転したのに気付き，短
音3回を吹鳴，機関停止，全
速力後進も及ばず→衝突 

約1分前 

左舷船首 52 度 370ｍにＫ丸

を初認 

30秒前 

Ｋ丸が右転していることに

初めて気付き，右舵 20 度を

とるが，及ばず→衝突 

4分半前 

機関半速力前進 

潮流に乗じて 7.6 ﾉｯﾄ，手動

操舵で進行 

30秒前 

30秒前 

★ 

音戸瀬戸北口灯浮標 

音戸瀬戸南口灯浮標 

 ルールの確認！

                    

音戸ノ瀬戸は，南北の水道の出入口付近が大きく湾曲しているため，海上

保安庁の航行安全指導に従い，音戸瀬戸北口灯浮標と南口灯浮標を左に見

て航行するよう求められています。 

音戸ノ瀬戸北口と南口の灯浮標は，左に見て航行するのがルール！

Ｓ号 

Ｋ丸

船長は，南口灯浮標を左側に

見て航行しなければならな

いことを知っていたが，ショ

ートカットして，Ｋ丸と互い

に右舷を対して通過するつ

もりで，操船信号を行わない

まま，左舵 20 度を令して左

転を開始 
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Ｏ号 : 貨物船(中国籍) 6,002 ﾄﾝ 乗組員20人 空船 大阪港沖合で錨泊→韓国光陽港 

    船長(操船指揮) : 国籍 中国 40歳  

Ｒ号 : 貨物船(カンボジア籍) 2,736 ﾄﾝ 乗組員17人 木材約3,200立方ﾒｰﾄﾙ  

ロシア ナホトカ港→徳島小松島港 船長(操船指揮) : 国籍 ロシア 61歳 

発生日時場所 : 平成15年 2月 21日 20時 40分 備讃瀬戸東航路 

気象海象    : 晴 無風 視界良好 微弱な西流

 西行する外国貨物船が東行レーンを逆航し，東行する外国貨物船と衝突 

海難の概要 http://nippon.zaidan.info/seikabutsu/2003/00987/contents/0623.htm （本海難の裁決書 日本財団のＨＰ） 

 Ｏ号は，備讃瀬戸航路西行レーンに入り，北側境界線付近に数隻の漁船がいたことから西行レーンを斜

行するように進行し，更に漁船群を認め，一見して東行レーンに他船が見あたらなかったので，東行レー

ンに侵入し，逆航した。一方，Ｒ号は，後方から接近する小型東行船に気をとられ，前路の見張りを十分

行っていなかったので，Ｏ号の接近に気が付かずそのまま進行し衝突した。 

夜間 

衝突 

① 23 分前 西行

レーンに入ったと

き，北側境界線付

近に数隻の漁船が

いたことから針路

を 282 度に定め，

9.5 ノットの速力

で西行レーンを斜

行するように進行 

② 15 分前 北側境界

線付近に数隻の漁船

をほぼかわしたころ，

更に右舷船首方に漁

船群を認め，漁船群の

北側を航行せず，一見

して東行レーンに他

船が見あたらなかっ

たので，東行レーンに

向く同じ針路で続航 

③ 11 分半

前 中央分

離線を越

えて東行

レーンに

入り，その

後東行レ

ーンを逆

航 

④ 9分半前 右舷

船首2度3海里に

東行レーンを航

行するＲ号を初

めて視認，一瞥し

ただけで漁船群

を航過したのち

に西行レーンに

復することがで

きると考え進行 

東行レーン 

西行レーン 

Ｏ号 

Ｒ号 

① 13分前 
針路を 100 度に

定め，9.5ノット

の速力で東行レ

ーンを進行 

③ 
④ 

⑤ 

② 9分半前 Ｏ号の航海灯を視

認することができる状況であっ

たが，両舷後方から自船を追い

越そうとする 2 隻の小型東行船

に注意を払い，前方に対する見

張りを十分に行わなかったの

で，Ｏ号の存在に気付かず続航

④ 1 分前 右舷船

首方の近距離に迫

ったＯ号に気付き，

機関停止，右舵一杯

を令し，間もなく機

関を全速力後進と

したが衝突 

③ 約2分前 Ｏ号が自

船の進路を妨げるよう

に右転をはじめたが，

依然として前路に対す

る見張りを十分に行わ

なかったのでこのこと

に気付かず進行 

⑤ 約 2 分前 Ｒ号が

右舷船首8度1,010ｍ

に接近していたが，同

船の動静監視不十分

でこれに気付かず，西

行レーンに復するた

めＲ号の進路を妨げ

るように右転し， 

⑥ 1分前 Ｒ号の灯火

に気付き，右舵一杯と

したが及ばず衝突 

⑥ 

② 

③ ④ 

 
 
 

 
 
 

 

航路は決められた方向に航行しましょう！！ 見続けてこその見張り！！ 

衝突の危険を完全に回避す
るまで，相手船の動静を監視
し続けることが重要です。

備讃瀬戸航路内では，操業する漁船が多数存在します。安全な
距離を保って航行できるよう，十分余裕がある時期に針路の変
更や減速するなどして，正しいレーンを航行しましょう。

備讃瀬戸航路で操業する漁船 
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Ｓ丸：貨物船 498 ﾄﾝ 乗組員5人 けい石1,607 ﾄﾝ  
                              徳島小松島港→福山港 航海速力10.0 ﾉｯﾄ 
  船長(単独当直)：51歳 三級海技士(航海)免許  
                    海上経験33年 鳴門海峡の通峡経験多数 
発生日時場所：平成13年 1月 29日 13時 50分  鳴門海峡 
気象海象  ：晴 北西風 風力5  
       南流5.6 ﾉｯﾄ（転流時刻12時 17分，月齢4.6中潮） 

船長単独当直（手動操舵） 
22 年前より船舶所有会社に勤務
し，鳴門海峡の通峡経験が多かっ
た。 
Ｓ丸の運動性能を勘案し，通峡可否
の目安として，順潮時には転流時刻
から 1 時間後まで，逆潮時には 30
分後までとしていた。 

② 10分前 
発航地での荷役の遅延によ
り，通峡予定時刻が自身の目
安としていた時間帯から 1
時間経過していたが，通峡を
強行 

① 15分前  
潮流に抗して全速力前進5.7 ﾉｯﾄ 

Ｓ丸 

③ 3分前～乗揚 
大鳴門橋下を通過して間もなく，左舷
船首方から南下してくる反航船との航
過距離を離すため右舵 7度としたとこ
ろ，潮流により船首が急激に右方に落
とされ，保針不能に 
船首が北東を向いたまま圧流され続
け，乗揚 

焦りは禁物！  
  冷静な判断を！ 

門埼 

孫埼 

飛島 

☆ 

飛島 大鳴門橋 

鳴門海峡通峡中の貨物船が、強潮流に圧流されて乗揚 

海難の概要 http://nippon.zaidan.info/seikabutsu/2002/00889/contents/0178.htm （本海難の裁決書 日本財団HP） 

 Ｓ丸は，逆潮流に抗して鳴門海峡を北上中，大鳴門橋直下を通過して間もなく，南下してくる船舶との

航過距離を離そうとして右舵７度をとったところ，強潮流により船首が急激に右方に落とされ保針不能と

なり，圧流されて浅所に乗り揚げた。 

 荷役の遅れ等により通峡予定時刻が変わり，流速が速い時期にあたっても，通峡を強行したため圧

流され，乗揚に至るケースがあります。遅れた時間を取り戻そうと，焦る気持ちもわかりますが，通

峡予定時刻に変更が生じた場合は，潮流に配慮した通峡可否判断を慎重に行い，必要に応じて航海計

画の再検討を行いましょう。 

乗揚 

① 15分前 

② 10分前 

③ 3分前

強 潮 流（ 南流5.6 ﾉｯﾄ ） 

一ツ碆 

Ｓ丸 

鳴門海峡 

強強強潮潮潮流流流時時時，，，慎慎慎重重重ななな通通通峡峡峡可可可否否否判判判断断断ととと航航航海海海計計計画画画ののの再再再検検検討討討！！！   

[H13.1.29 13:50] 

昼間 
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 連続の短時間航海後，いすに腰掛け居眠りして乗揚 

Ｙ丸 : 貨物船（砂利採取運搬船）491 ﾄﾝ 乗組員4人 空倉 木津川→和歌山下津港 

  船長：57歳 五級海技士（航海）免許 海上経験38年 

  一等航海士：29歳 四級海技士（航海）免許 海上経験6年 

発生日時場所 : 平成17年 2月 23日 20時 30分 友ヶ島 地ノ島北岸 

気象海象    : 晴 ほぼ無風 視界良好 下げ潮中央期 潮高90 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

海難の概要 http://www.mlit.go.jp/maia/04saiketsu/tokyou/tk18/17036yaku.htm （本海難の裁決書） 

 Ｙ丸は，連続した荷役のため，頻繁に出入港を繰り返したのち，大阪湾を加太瀬戸に向けて南下中，単

独当直の一等航海士が，眠気を催したのち，いすに腰掛けた姿勢のままで居眠りに陥り，転針予定地点を

航過し，地ノ島に向首進行して，同島北岸に乗り揚げた。 

夜間 

瀬戸内海を航行

する内航船は 

忙しいね 

地ノ島北岸
に乗揚 
その後，上
げ潮を待っ
て自力離礁 

3日前17:40 Ａ港入港  
2日前04:00 Ａ港出港  

07:30 Ｂ港入港 海砂揚荷 
10:00 Ｂ港出港  
11:00 Ｃ港入港 砕石積荷 
13:00 Ｃ港出港 

1日前01:30 Ｄ港沖投錨 
06:00 Ｄ港沖抜錨 
07:00 Ｅ港入港 砕石揚荷 
11:20 Ｅ港出港 
21:30 Ｆ市沖 海砂積込み
23:50 Ｆ市沖 出発 

当日 06:50 Ｇ 塩抜き作業開始 
11:00 Ｇ 同作業終了 
15:00 Ｅ港入港 海砂揚荷 
17:10 Ｅ港出港 

愛媛県 

広島県 

岡山県 

香川県 

兵庫県 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ

Ｅ 
Ｆ 

Ｇ 

Ｙ丸運航行程 

入港予定地

50分前 
地ノ島灯台まで 8.3 海里
約44分後に転針地点 
レーダー画面から関西国
際空港の映像が外れ，周囲
に他船を認めなくなり，眠
気を催したが，いすに腰掛
けたままで続航

転針予定
地点

船長は，加太瀬戸通航前
に，当直を交替するつもり
だったものの，交替地点を
後続の当直者に伝達せず
に自室で休憩していて，予
定の交替地点に達したこ
とに気づかなかった。 

地ノ島灯台

深日港 

大川港 

加太港

0 1 2海里1 

×

 

1時間16分前 
一航士単独当直開始 
針路218度に定針 
全速力前進10.0 ﾉｯﾄ 
自動操舵で進行 
海図台前のいすに腰掛け 
3 海里レンジのレーダーと
ＧＰＳプロッターを監視 

加太瀬戸 
可航幅500ｍ程度と狭いものの 
和歌山下津港までの航程短縮可能
内航船の通狭多数 

和歌山県 

   最少限の乗組員で頻繁な出入港を繰り返す内航船にとっては，長い休息を十分に取ること 
もままなりません。短時間であっても身体を休めることは重要ですし，いすに腰掛けて操 
船することもひとつの方法ですが，腰掛けた姿勢のままでいると，緊張感が薄れたり，そ 
れまでの疲労の持ち越しなどから眠気を催すことがあります。 
その時には，直ちにいすから離れて身体を動かす，外気に当たるなどの対応が必要です。 

約6分前 
船長の予定して
いた転針地点に
達していたが，一
航士が居眠りに
陥っていて地ノ
島に向首したま
ま進行

［17.2.23 20:30］ 

 
居眠り防
止装置が
あったら
なぁ 

操操操舵舵舵室室室のののいいいすすす 
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 最近，高速バスの運転手が走行中に意識もうろう状態

となり，あわやというところで乗客が急いでバスを止め，

大事故を免れる，ということがありました。幸いけが人

は出ませんでしたが，運転手はインフルエンザで風邪薬

を服用していたとのこと…。風邪薬が原因かどうかまだ

はっきりしませんが，服用後の眠気は皆さんも経験ある

のではないでしょうか。乗り物を運転する際の薬の服用

には十分に気をつけたいものです。 

 万全の体調で，安全運航を！ 

 今年もマイアニュースレターを， 

よろしくお願いいたします。 

 去る12月20日横浜地方海難審判庁は，平成18年10月8日に発生した

「遊漁船第３明好丸転覆事件」の裁決を言い渡しました。これは，海

上暴風警報が発表されて強風が吹く状況下の静岡県伊豆半島南東方

沖合において，神津島へ向け航行中の明好丸が転覆，乗客7人が死亡・

行方不明となったもので，裁決では， 

① 気象・海象情報の入手が不十分であったこと 

② 出航中止基準等を遵守しなかったこと 

③ 乗客に救命胴衣を着用させなかったこと 

④ 追い波に対する安全操船が適切でなかったこと 

を原因としています。 

 これを踏まえ，高等海難審判庁では，水産庁長官に対 

し，上記４事項を含めた業務規程の安全に関する規定の 

遵守を遊漁船業者に徹底させるよう提言を行いました。 

トピックス 

「MAIA DIGEST」第 4号(関門海峡の海難)を発 

行しました。関門海峡は，急速な経済発展を続 

けている東アジアへの玄関口として，外国船の 

通峡がますます多くなっています。そこで関門 

海峡での海難を解説し，通峡時の注意事項等を 

外国人船員にも理解してもらえるように編集しています。 

■ 英語版情報誌「MAIA DIGEST」第４号「関門海峡の海難」発行！

■ 遊漁船の海難の防止に関する提言を行いました！ 

ご意見をお待ちしております。 
〒100－8918 
東京都千代田区霞が関2－1－2 
 高等海難審判庁 総務課 海難分析情報室

（首席海難防止調査官） 
e-mail ｍａｉａ＠ｍｌｉｔ．ｇｏ．ｊｐ  
ＴＥＬ ０３－５２５３－８８２１ 
ＦＡＸ ０３－５２５３－１６８０ 
ＵＲＬ （ホームページアドレス） 

http://www.mlit.go.jp/maia/index.htm 

(平成20年 2月発行) 「まいあ君」作成：しみず ふみ

■ 海難分析集「狭水道の海難」３月発刊予定！ 

海難審判庁では，3月に海難分析集「狭水道の海難」を発刊します。 

主な内容は，過去5年間の裁決の中から，いわゆる狭水道で発生した海

難を抽出，東京湾，伊勢湾，瀬戸内海を中心に海域別に発生地点を示し，

多発海域の特徴や海難原因を分析するとともに，最近の海難事例を取り

上げ，解説し，通航時のチェックポイントなどをわかりやすくまとめて

います。 乞うご期待！！ 

 

「MAIA DIGEST」は，第 1 号～第 3 号も含め，海難審判庁のホームページに掲載し
ています。外国人船員の教育・研修資料に是非ご活用ください。 

http://www.mlit.go.jp/maia/04saiketsu/19nen/yokohama/yh1912/19yh018y

aku_sokuho.htm（本海難の裁決） 

業務規程 

守ってね！！ 


